
プリオン病の二次感染リスク者の
フォローアップに関する研究

解 説

1. 平成30年度は新規インシデント可能性事例が5件あった。このうち、4件
は当該症例の調査などを行った後、委員会協議を行い、インシデント症例
ではないと判断した。残り1例は、インシデント事案と判断し、今後、当該
病院の訪問調査を予定している。

2. これまでに17事例がフォローアップの対象となっている。このうち今年度
末までに10事例の10年間のフォローアップ期間が終了している。これまで
のところ、二次感染の発生はない。
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平成30年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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⼿術器具等を介した、プリオン病の⼆次感染リスクに関して調査す
るため、ＣＪＤインシデント委員会として活動。

インシデント事例フォロー状況

事例 CJD診断時期 告知対象者

1 平成16年6月 11名

2 平成16年8月 10名

3 平成17年10月 12名

4 平成18年10月 7名

5 平成18年9月 0名

6 平成13年6月 2名

7 平成15年3月 22名

8 平成18年3月 21名

9 平成20年1月 5名

事例 CJD診断時期 告知対象者

10 平成21年7月 50

11 平成23年9月 60名

12 平成24年2月 58名

13 平成24年5月 5名

14 平成26年月 15名

15 平成27年1月 27名

16 平成26年12月（H28新規） 23名

17 平成27年9月(H28新規） 10名


